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第
４
回
電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大
会

60
人
の
大
応
援
団
が
選
手
を
後
押
し

　
全
日
電
工
連
主
催
の

第
４
回
電
気
工
事
技
能

競
技
全
国
大
会
が
12
月

１
日
横
浜
ア
リ
ー
ナ
に

お
い
て
、
大
会
テ
ー
マ

「
Ｇ
ｏ 

ｆ
ｏ
ｒ 

ｉ
ｔ
！
そ

の
技
術
が
未
来
を
救

う
！
」
を
掲
げ
経
済
産

業
省
、
国
土
交
通
省
、

文
部
科
学
省
、
全
国
工

業
高
等
学
校
長
協
会
後

援
の
も
と
開
催
さ
れ

た
。
第
４
回
大
会
は
、

２
０
２
０
年
に
開
催
さ

れ
る
予
定
だ
っ
た
が
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
２
年
延
期
さ

れ
本
年
開
催
に
至
っ

た
。
本
大
会
は
、
お
客

様
満
足
と
安
全
・
安
心

に
電
気
を
お
届
け
す
る

た
め
の
電
気
保
安
の
確

保
を
担
う
電
気
工
事
業

界
を
社
会
に
認
識
い
た

だ
き
「
顔
の
見
え
る
業

界
」
を
目
指
そ
う
と
す

る
も
の
。
電
気
工
事
士

の
甲
子
園
と
す
べ
く
参

加
選
手
を
拡
大
し
、
一

般
の
部
は
各
県
電
工
組

に
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
を
加

え
53
人
、
女
性
の
部
９

人
、
高
校
生
の
部
９
人

の
総
勢
71
名
の
選
手
に

よ
り
学
科
と
技
能
が
競

わ
れ
、
白
熱
し
た
戦
い

と
な
っ
た
。
当
日
の
大

会
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
選

手
の
様
子
や
見
ど
こ
ろ

ポ
イ
ン
ト
解
説
等
実
況

さ
れ
た
。
大
会
に
は
、

県
工
組
か
ら
佐
藤
選
手

を
応
援
す
る
た
め
組
合

役
員
・
青
年
部
・
一
関

支
部
な
ど
60
名
の
大
応

援
団
が
横
浜
ア
リ
ー
ナ

に
集
結
し
た
。
本
県
代

一般の部銅賞に輝いた佐藤優磨選手（右から3番目）

佐
藤
優
磨
選
手（
㈱
平
成
電
設
）銅
賞
受
賞

表
と
な
っ
た
㈱
平
成

電
設
佐
藤
優
磨
選
手

は
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
の
戦
い

の
中
、
全
国

の
強
豪
に
臆

す
る
こ
と
な

く
見
事
に
銅

賞
を
獲
得
。

佐
藤
選
手
の

健
闘
ぶ
り
に

組
合
員
全
員

で
お
め
で
と

う
、
感
動
を

あ
り
が
と
う

と
心
か
ら
の

拍
手
と
と
も
に
感
謝
の

言
葉
を
贈
り
た
い
。

横浜アリーナに詰めかけた全国からの観客佐藤優磨選手

発　　行　　者

岩手県電気工事業工業組合

盛岡市下太田榊48番地44

3 2 5 5

隔月１回  25 日 発行

編集発行人  平野喜嗣

印　　刷　　所
日
刊岩手建設工業新聞社

発　行　者
岩手県電気工事業工業組合
盛岡市下太田榊48番地44
電 話　656－3255
隔月１回25日発行
編集発行人　平野喜嗣

印　刷　所
日刊　岩手建設工業新聞社

岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・奥州・花北

　自家用電気工作物の電気設備の改修工事等を行ったとき、電気工事業者作業員の方が感電により負傷
又は死亡するという、痛ましい事故が後を絶ちません。また、発電所の設置や設備変更など、主任技術
者に連絡しないまま工事を行ったことによる関係法令違反も発生しています。
　電気事故（感電・アーク火傷）並びに関係法令違反を未然に防止するため、高圧受電設備の改修工事、
低圧分電盤のブレーカー交換及び配線等の工事を計画（実施）するときなどは、事前に電気主任技術者
（保安協会等）にご連絡いただきますようお願いします。

事前に電気主任技術者（保安協会等）にご連絡をお願いします。！
【ご連絡をお願いする事項】
● 高圧受電設備に係る工事を計画したとき
● 発電所及び非常用予備発電装置に係る工事を計画したとき
● 構内の電柱や電線に近接する作業を計画したとき
● 低圧分電盤のブレーカー交換や配線等の工事を計画したとき　
　（※高圧受電設備以外の電気工事でもご連絡をお願いします。）
工事内容等について、打合せの上、安全確保及び関係法令遵守のためのご助言や立会いをさせていただきます。

電気工事関係者さまへのお願い
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11
月
18
日
㈮
、
遠
野

支
部
に
お
い
て
移
動
理

事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

移
動
理
事
会
は
、
組
合

運
営
の
円
滑
化
・
活
性

化
を
図
る
た
め
、
組
合

本
部
と
支
部
と
の
協
議

の
場
と
し
て
毎
年
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
い
る

も
の
。

　
会
議
の
冒
頭
、
平
野

理
事
長
が
挨
拶
、
協
議

で
は
第
１
回
組
合
加
入

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
結
果
及

び
第
２
回
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
つ
い
て
、
新
規
加

入
促
進
へ
の
取
り
組
み

や
女
性
部
設
立
等
へ
の

協
力
要
請
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
、
１
社
の
新

規
組
合
加
入
が
承
認
さ

れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
高
校
と

の
就
職
懇
談
会
の
状
況

や
来
年
度
の
移
動
理
事

会
を
花
巻
支
部
に
打
診

し
て
い
る
旨
の
報
告
が

な
さ
れ
た
。

　

移
動
理
事
会
終
了

後
、
遠
野
支
部
役
員
と

の
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
、
大
萱
生
支
部
長
や

支
部
役
員
か
ら
地
域
の

現
状
や
課
題
等
に
つ
い

て
報
告
頂
い
た
。
そ
の

後
、
本
部
役
員
と
青
年

部
の
活
動
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　
懇
談
会
終
了
後
、
東

北
電
力
Ｎ
Ｗ
㈱
遠
野
電

力
セ
ン
タ
ー
長
根
所
長

様
、
中
野
配
電
課
長
様

を
来
賓
と
し
て
お
招
き

し
て
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
会
議
で
話
し
き
れ

な
か
っ
た
話
題
等
を
和

や
か
に
懇
談
し
た
。

支部トピックス

大船渡支部

海
鮮
丼
の
特
集
で
す
。

先
ず
は
魚
市
場
内
に
あ

る「
れ
す
と
ら
ん
海（
か

い
）」
の
〝
明
日
丸
（
あ

し
た
ま
る
）〞。
様
々
な

メ
ニ
ュ
ー
が
有
り
ま
す

が
店
で
は
絶
品
で
す
。

続
い
て「
活
魚
す
ご
う
」

の
〝
陸
中
湾
内
丼
〞
は

ボ
リ
ュ
ウ
ー
ム
満
点
で

す
。
次
は
「
海
の
幸
ふ

る
ま
い
セ
ン
タ
ー
」で
す
。

こ
こ
は
〝
海
鮮
丼
〞
も
そ

う
で
す
が
時
期
に
応
じ

て
店
内
の
水
槽
か
ら
カ

キ
、
岩
ガ
キ
、
ホ
タ
テ

等
取
り
出
し
て
刺
身
や

網
焼
き
な
ど
を
堪
能
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
初
夏
か
ら
は
〝

生
ウ
ニ
丼
〞、
秋
か
ら

春
先
に
か
け
と
っ
て
も

ク
リ
ー
ミ
ー
な
〝
カ
キ

づ
く
し
定
食
〞
も
お
す

す
め
で
す
。
そ
し
て
海

鮮
市
場
め
し
と
自
家
製

十
割
そ
ば
を
軸
と
し
た

中
で
も
日
替
り
海
鮮
丼

『
大
船
渡
の
浜
丼
』
は

な
ん
と
税
込
５
５
０
円

と
い
う
破
格
。

　
残
念
な
が
ら
数
量

限
定
な
の
か
私
は
一

度
も
食
べ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
紹
介
し
た
い

お
店
が
沢
山
あ
り
ま

す
が
紹
介
し
き
れ
ま

せ
ん
の
で
是
非
一
度

大
船
渡
へ
。
次
回
は

陸
前
高
田
方
面
の
美

味
い
も
の
を
探
し
て

み
ま
す
。

（
次
回
は
一
関
支
部
）

移動理事会・懇談会全景

　
大
船
渡
と
言
え
ば
海

の
街
。
新
鮮
で
美
味
し

い
魚
介
類
が
た
く
さ
ん

水
揚
げ
さ
れ
全
国
に
送

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
今
回
は

組
合
加
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
協
議

遠
野
で
開
催

組
合
移
動
理
事
会
　

　
10
月
14
日
㈮
、
15
日

㈯
の
両
日
、
平
野
理
事

長
は
じ
め
理
事
等
20
名

が
宮
城
県
牡
鹿
郡
女
川

町
に
あ
る
女
川
原
子
力

発
電
所
を
視
察
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
人

数
を
制
限
し
小
規
模
で

実
施
。
本
視
察
研
修
に

は
、
東
北
電
力
㈱
岩
手

支
店
の
小
野
営
業
部
長

様
、
阿
部
総
務
広
報
主

任
様
及
び
東
北
電
力
Ｎ

Ｗ
㈱
岩
手
支
社
の
佐
藤

部
長
様
に
同
行
頂
い

た
。
車
内
で
は
、
阿
部

主
任
様
か
ら
、
日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
概
要
及
び

各
種
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

等
の
説
明

の
ほ
か
、

女
川
原
子

力
発
電
所

の
安
全
対

策
に
つ
い

て
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
視
聴
し

知
識
を
深

め
た
。

　
午
後
２
時
、
女
川
原

子
力
発
電
所
に
到
着
、

施
設
の
概
要
説
明
を
受

け
た
後
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

館
内
を
見
学
、
そ
の
後

２
班
に
分
か
れ
バ
ス
で

原
子
力
発
電
所
施
設
に

移
動
、
現
在
も
大
規
模

な
安
全
対
策
工
事
が
続

く
構
内
を
車
中
か
ら
見

学
し
た
。

　
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に
戻

り
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
装

着
し
発
電
所
施
設
を
バ

ー
チ
ャ
ル
見
学
し
た
。

　

翌
日
は
、
五
大
堂
・

瑞
巌
寺
を
巡
り
、
円
通

院
で
の
数
珠
作
り
を
体

験
し
た
。

　
松
島
か
ら
塩
釜
ま
で

遊
覧
船
で
移
動
し
昼
食

後
帰
路
に
着
い
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
お
疲

れ
様
で
し
た
。
来
年
も

視
察
研
修
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。

女川原子力発電所伊藤氏

活魚すごう（陸中湾内丼）

カッパ淵守人から説明を受ける参加者

遠野城下町資料館視察

ＰＲセンターガイドから説明を受ける参加者

女川原子力発電所ＰＲセンター前

女川原子力発電所へ
東北電力関連施設視察研修事業

ガガニコ食堂

〈空調機器・換気ロスナイ・照明器具・住宅設備機器・スマート電化〉

三菱電機住環境システムズ株式会社

取締役　東北支社長　松本　伸

北東北支店：岩手県盛岡市羽場13地割30－11 TEL：（019）637－1771
FAX：（019）637－8911 ◎お問い合わせ先…パナソニック株式会社ライフソリューションズ社  東北電材営業部  盛岡電材営業所

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力２０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー

一般社団法人　東北電気管理技術者協会
協会ホームページ　http://www.eme-tohoku.com/

岩手県支部  事務局／滝沢市穴口 275-11

TEL 019-613-2728　FAX 019-641-9428

連絡所／盛岡市・二戸市・花巻市・奥州市・一関市・久慈市・宮古市・釜石市・大船渡市
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11
月
19
日
㈯
午
後
１

時
か
ら
岩
手
県
立
黒
沢

尻
工
業
高
校
に
お
い

て
、
も
の
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
岩
手
県
大
会
に

合
わ
せ
て
、
平
野
理
事

長
ほ
か
青
年
部
員
、
高

校
生
、
教
員
な
ど
合
わ

せ
て
26
人
が
参
加
の
も

と
、
第
５
回
「
高
校
生

と
の
意
見
交
換
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
平
野
理
事
長
か

ら
挨
拶
の
後
、「
電
気

工
事
業
の
現
状
や
や
り

甲
斐
な
ど
」
を
テ
ー
マ

に
県
南
、
県
北
、
沿
岸

の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

　
最
初
に
青
年
部
か
ら

仕
事
の
内
容
、
電
気
工

事
業
の
や
り
甲
斐
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

高
校
生
か
ら
進
路
決
定

の
仕
方
な
ど
が
話
合
わ

れ
た
。
会
場
は
時
お
り

笑
い
声
に
包
ま
れ
る
中

会
話
は
進
み
終
始
和
や

か
、
か
つ
貴
重
な
情
報

交
換
の
機
会
と
な
っ
た
。

　

青
年
部
に
と
っ
て

は
、「
電
気
工
事
業
界

の
魅
力
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

の
機
会
」
と
な
り
、
生

徒
た
ち
か
ら
は
、
就
職

を
す
る
際
の
貴
重
な
話

を
聞
く
事
が
出
来
て
今

後
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
の
声
が
多
く
聞
か

れ
た
。

　
工
業
高
校
生
や
先
生

方
と
交
流
し
て
い
く
こ

と
の
意
義
、
重

要
性
を
お
互
い

に
感
じ
た
交
換

会
と
な
っ
た
。

　
終
了
後
、
平

野
理
事
長
か
ら

電
気
専
門
部
長

村
上
種
市
校
長

に
対
し
「
も
の

づ
く
り
大
会
優

勝
者
へ
の
副
賞

と
し
て
電
材
等

の
目
録
」
が
贈

呈
さ
れ
た
。

　
11
月
14
日
㈪
組
合
本

部
、
遠
野
・
釜
石
支
部

役
員
が
出
席
し
、
釜
石

商
工
高
校
と
組
合
と
の

就
職
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
た
。
釜
石
商
工
は
、

地
域
的
に
地
元
就
職
希

望
者
が
多
い
（
県
内
就

職
率
約
８
割
）。
会
社

説
明
会
等
の
場
合
高
校

Ｏ
Ｂ
に
登
場
願
う
の
が

効
果
的
、
先
輩
が
働
い

て
い
る
会
社
を
選
択
す

令
和
４
年
度
優
秀
建
設
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰

　
　
　
　
　
　
上
田
哲
氏
（
東
海
電
業
㈱
）
が
受
賞

釜
石
商
工
高
校

就
職
懇
談
会
開
催
　
　

組
合
本
部
・
遠
野
・
釜
石
支
部
役
員

上田哲氏
（東海電業㈱）

大萱生遠野支部長

設楽釜石支部長

佐々木専務理事 照井副理事長

平野理事長から副賞を受ける電気専門部長種市高校村上校長

高校生と意見交換する組合青年部

意見交換会参加者全員集合

千葉青年部長 平野理事長

　
東
海
電
業
㈱
上
田

哲
氏（
岩
手
県
推
薦
）

が
優
秀
建
設
施
工
者

国
土
交
通
大
臣
顕
彰

（
建
設
マ
ス
タ
ー
）」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

る
傾
向
。

　
ま
た
、
高
校
か
ら
組

合
の
出
前
授
業
開
催
希

望
に
対
し
来
年
度
開
催

し
た
い
旨
の
回
答
。

　
生
徒
は
、
休
日
・
給

料
ど
ち
ら
を
優
先
す
る

か
と
の
質
問
に
は
、
無

理
し
て
頑
張
っ
て
働
こ

う
と
す
る
生
徒
は
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

就
職
に
関
し
て
は
、
先

輩
の
声
を
聞
く
機
会
を

持
つ
こ
と
は
生
徒
に
と

っ
て
理
解
し
易
く
、
就

平野喜嗣理事長

就
職
懇
談
会
開
催
　
　

組
合
本
部
・
遠
野
・
釜
石
支
部
役
員

釜
石
商
工
高
校

就
職
懇
談
会
開
催

第５回

高校生との意見交換会開催

ものづくりコンテストも開催

梅島釜石青年部長髙橋青年部監事 菊池前本部理事

岩間本部理事

伊東校長菊池副校長小野寺電気科長

星 野 智 昭 です。

職
に
繋
が
る
点
で
は
重

要
な
要
素
と
の
事
で
、

有
益
な
懇
談
会
だ
っ
た
。花輪進路指導部長

11月1日より管理統括責
任者として着任しました。

よろしくお願い致します。

くらしに明るい未来を創造する

本社 / 宮城県仙台市宮城野区日の出町 2-2-13
岩沼本社 / 宮城県岩沼市押分字南谷地 86-5
TEL:0223-25-6701 FAX:0223-23-7401

盛岡営業所・花巻営業所・水沢営業所・大船渡営業所

【取扱商品】
電気設備資材　ＬＥＤ照明器具　住宅設備 / 建材　空調設備機器

太陽光発電システム　省エネ設備機器　通信設備機器　防犯設備機器

ISO9001：2000　認証取得（本社・工場・仙台支店）

古川電気工業株式会社
本社 ･ 工場 ： 〒983-0034　仙台市宮城野区扇町二丁目１番10号
  TEL 022-236-6031㈹　FAX 022-236-7030
北日本支店 : 〒020-0816　盛岡市中野一丁目17-7
  TEL 019-623-6421㈹　FAX 019-624-1536
支店･営業所 ： 仙台・郡山・東京・横浜・システム事業部・栃木
   川崎・大阪・名古屋・札幌
  URL：http://www.furukawa-denki.com 

「人間の暮らしを豊かにする」をテーマに人々の暮らしに
役立ち社会に貢献し信頼を得て発展する企業を目指します。

＝受配電盤 /制御システム /Lon Works Ⓡ＝
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行
わ
れ
、
約
30
人
が
受

講
し
た
。

　

平
野
さ
ん
は
、「
働

き
方
改
革
の
い
ま
、
組

織
の
力
を
高
め
る
」
を

テ
ー
マ
に
後
援
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ス
タ
イ
ル
の

ス
タ
イ
ル
が
従
来
の

「
指
示
命
令
型
」
か
ら

「
育
成
・
サ
ポ
ー
ト
型
」

に
変
化
し
て
い
る
点
を

挙
げ
て
、「
自
律
考
動

型
人
材
」
を
育
成
サ
ポ

ー
ト
す
る
た
め
の
コ
ー

チ
ン
グ
の
重
要
性
を
説

い
た
。

　
コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い

て
は
「
相
手
の
自
己
肯

定
感
を
高
め
つ
つ
、
相

手
の
能
力
と
可
能
性
を

引
き
出
し
、
自
発
的
な

行
動
を
促
す
人
材
育

成
・
サ
ポ
ー
ト
の
関
わ

り
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」
と
定

義
。
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ

ル
と
し
て
、
傾
聴
と
承

認
の
二
つ
を
紹
介
し
た
。

　
講
演
の
中
で
は
２
人

１
組
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
も
行
い
な
が
ら
、

傾
聴
の
ス
キ
ル
を
解
説

し
た
。
平
野
さ
ん
は
、

相
手
の
自
己
肯
定
感
や

自
己
信
頼
感
が
高
ま

り
、
自
発
性
に
つ
な
が

る
な
ど
傾
聴
の
効
果
を

提
示
。
話
を
聴
く
際
に

第
18
回
　
公
益
目
的
事
業
講
演
会

人
材
育
成
の
た
め
の
コ
ー
チ
ン
グ
学
ぶ

２
人
一
組
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も

り
と
な
る
会
員
大
会
を

千
葉
県
浦
安
市
内
で
開

催
し
、
当
会
か
ら
は
太

田
会
長
が
出
席
し
た
。

　
１
年
半
後
に
迫
る
、

時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
の
建
設
業
へ
の
適
用

を
見
据
え
、
働
き
方
改

革
を
主
軸
と
し
た
「
持

続
可
能
性
に
満
ち
た

（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
）

事
業
発
展
の
た
め
〝
チ

ャ
レ
ン
ジ
〞
を
続
け
よ

う
！
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
決
議
し
た
。

　
山
口
博
会
長
は
開
会

挨
拶
で
、
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
へ
の
対
応

を
「
現
下
の
最
重
要
課

題
」
と
表
現
。「
大
変

厳
し
い
状
況
で
は
あ
る

が
建
設
業
が
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
、

ぜ
ひ
と
も
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
」
と
呼
び
掛
け

た
。
資
機
材
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
と
い

っ
た
業
界
を
取
り
巻
く

リ
ス
ク
要
因
に
も
触

れ
、「
状
況
を
見
極
め
、

最
善
の
方
策
を
打
っ
て

い
く
姿
勢
が
必
要
だ
」

と
強
調
。「
引
き
続
き
、

『
行
動
す
る
電
設
協
』

と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
」と
締
め
く
く
っ
た
。

　
大
会
決
議
で
は
、
▽

働
き
方
改
革
の
加
速
▽

魅
力
あ
る
働
き
の
場
の

提
供
▽
現
場
一
つ
ひ
と

つ
か
ら
の
働
き
方
の
見

直
し
―
を
柱
と
す
る
活

動
方
針
を
打
ち
出
し

た
。
具
体
的
に
は
、
現

日本電設工業協会会員大会
3年ぶりに開催

持続可能性に満ちた事業発展へ

は
、う
な
づ
き
、相
づ
ち
、

促
し
な
ど
に
心
掛
け
る

こ
と
を
呼
び
掛
け
た
。

　

承
認
に
つ
い
て
は

「
相
手
の
存
在
を
肯
定

的
に
認
め
、
考
え
や
行

動
を
支
持
す
る
こ
と
」

と
し
た
上
で
、「
褒
め

る
」
と
の
違
い
を
説
明

し
た
。
承
認
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
は
存
在
、
事

実
、
結
果
の
３
点
を
挙

げ
て
、
承
認
に
よ
っ
て

相
手
の
自
己
肯
定
感
や

　
第
18
回
公
益
目
的
事

業
講
演
会
が
10
月
18

日
、
盛
岡
市
の
マ
リ
オ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
中

小
企
業
診
断
士
・
Ｐ
Ｈ

Ｐ
認
定
上
級
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
チ
の
平
野
順
子
さ

ん
が
講
師
を
務
め
、
人

材
育
成
に
お
け
る
コ
ー

チ
ン
グ
の
効
果
を
解

平野順子講師

説
。「
傾
聴
」「
承
認
」

な
ど
の
コ
ー
チ
ン
グ

ス
キ
ル
も
紹
介
し
、

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

自
信
が
高
ま
る
こ
と
、

承
認
さ
れ
る
こ
と
で
ア

ド
バ
イ
ス
や
支
援
が
受

入
れ
ら
れ
や
す
く
な
る

こ
と
な
ど
を
効
果
と
し

て
示
し
た
。

　
協
会
員
を
対
象
と
し

た
土
曜
日
一
斉
休
日
の

試
行
（
第
８
回
）
を
10

月
22
日
に
実
施
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
有
効

回
答
数
は
42
社
で
、
有

効
回
答
率
は
46
・
７
％

だ
っ
た
。

　
一
斉
休
日
の
実
施
状

況
は
「
全
社
員
実
施
で

き
た
」が
28・
６
％
、「
一

部
の
社
員
が
で
き
な
か

っ
た
」が
64・
３
％
、「
全

社
員
で
き
な
か
っ
た
」

が
７
・
１
％
だ
っ
た
。

　

前
回
と
の
比
較
で

は
、「
全
社
員
で
き
た
」

の
割
合
が
16
・
１
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
、「
一
部

で
き
な
か
っ
た
」
が

14・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。

「
全
社
員
で
き
な
か
っ

た
」
の
割
合
も
、
１
・

８
ポ
イ
ン
ト
と
小
幅
な

が
ら
上
昇
し
た
。
21
年

10
月
と
比
較
す
る
と
、

「
全
社
員
で
き
た
」
が

13
・
３
ポ
イ
ン
ト
低
下

し
、「
一
部
で
き
な
か

っ
た
」
が
13
・
１
ポ
イ

ン
ト
上
昇
。「
全
社
員

で
き
な
か
っ
た
」
が
ほ

ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。

　
休
日
に
で
き
な
い
社

員
が
い
た
理
由
と
し

て
最
も
多
か
っ
た
の

は
「
元
請
け
・
発
注
者

か
ら
の
要
請
（
工
期
が

詰
ま
っ
て
い
る
た
め
な

ど
）」
で
48
・
６
％
。

以
下
は
「
停
電
作
業
等

や
む
を
得
な
い
理
由
の

た
め
」
17
・１
％
、「
都

合
で
他
の
休
日
と
取
り

替
え
た
」
11
・
４
％
。

自
由
回
答
の
主
な
内
容

「全社員できた」が低下
民間発注者の要望多く

は
「
学
校
の
エ
ア
コ
ン

工
事
で
、
土
日
祝
日
し

か
作
業
で
き
な
い
」「
工

場
の
休
み
の
日
の
作

業
」「
休
日
作
業
指
定

現
場
の
た
め
」
な
ど
、

発
注
者
か
ら
の
要
望
に

よ
る
も
の
が
多
く
、
元

請
け
に
関
す
る
回
答
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
社
員
が
休
日
を
取
得

で
き
な
い
（
取
得
し
な

い
）
理
由
は
「
元
請

け
・
発
注
者
の
意
識
が

根
付
い
て
い
な
い
」
が

40
・
９
％
で
最
も
多

く
、
次
い
で
「
人
手
不

足
（
業
務
量
が
多
す
ぎ

る
）」
が
27・３
％
、「
社

員
の
意
識
が
根
付
い
て

い
な
い
」
と
「
工
期
が

短
す
ぎ
る
」
が
各
12
・

１
％
。
自
由
回
答
で
は

「
急
な
依
頼
が
あ
れ
ば

仕
方
が
な
い
」「
発
注

者
が
休
日
の
施
工
を
求

め
る
」
な
ど
、
や
は
り

発
注
者
に
起
因
す
る
回

場
の
４
週
８
休
制
の
実

現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
作
成
や
、
受
発

注
者
で
の
働
き
方
改
革

の
合
意
形
成
に
取
り
組

む
。
業
界
の
一
層
の
魅

力
ア
ピ
ー
ル
や
、
適
正

な
工
期・価
格
の
形
成
、

生
産
性
向
上
を
推
進
し

て
い
く
。

答
が
目
立
っ
た
が
「
日

頃
か
ら
の
社
員
へ
の
周

知
不
足
」「
仕
事
量
が

減
少
し
て
お
り
休
日
を

取
り
や
す
く
な
っ
て
い

る
」
な
ど
の
回
答
も
あ

っ
た
。

　

前
回
と
の
比
較
で

は
、「
人
手
不
足
」
の

回
答
割
合
が
７
・
９
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
、「
元

請
け・発
注
者
の
意
識
」

が
２
・
１
ポ
イ
ン
ト
上

昇
、「
工
期
」
が
２
・

８
ポ
イ
ン
ト
低
下
。
前

年
10
月
か
ら
は
「
社
員

の
意
識
が
根
付
い
て
い

な
い
」
が
６
・
０
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
。

　
千
田
新
一
専
務
理
事

は
「
今
回
は
発
注
者
か

ら
の
要
望
に
よ
る
土
曜

日
出
勤
が
多
く
、
こ
れ

ら
は
民
間
工
事
が
中
心

と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン

フ
ラ
に
携
わ
る
業
種
と

し
て
の
、
特
有
の
課
題

が
出
て
い
た
」
と
今
回

の
結
果
を
分
析
。「
全

体
的
に
仕
事
が
減
っ
て

い
る
中
に
あ
る
が
、
公

共
事
業
が
減
少
し
た
こ

と
で
、
比
較
的
堅
調
な

民
間
工
事
の
ウ
エ
ー
ト

が
上
が
っ
て
い
る
こ
と

が
、
休
日
取
得
に
も
影

響
し
た
と
見
ら
れ
る
。

季
節
的
要
因
は
感
じ
ら

れ
な
い
結
果
だ
っ
た
」

と
し
て
い
る
。

土・日一斉休日の試行（第８回）

リ
ー
ダ
ー
の
在
り
方

を
示
し
た
。
講
演
会

は
会
場
と
リ
モ
ー
ト

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
で

　
当
会
上
部
団
体
で
あ

る
日
本
電
設
工
業
協
会

は
10
月
13
日
、
３
年
振

　
一
般
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り

電設資材総合商社
架線金物・配電機器・送変電用碍子

金具製造・各種工具及び活線用防具

防護具・電線管及附属品・ダクト・その他

株式
会社中北電機

盛岡営業所 盛岡市津志田西2－3－13
 TEL （019）601－6838
 FAX （019）639－0058
　本　　社 仙台市若林区卸町東4－3－27
 電話（022）288－1000㈹
　営 業 所 青森営業所　秋田営業所
 山形営業所　福島営業所
 郡山営業所　新潟営業所

《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒028-3621　矢巾町大字広宮沢第5地割315番
TEL（019）697-3333 ㈹　FAX（019）697-1100

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
本社営業部 〒028-3621 矢巾町大字広宮沢第5地割315番
  TEL（019）697－ 3333
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9－ 36
  TEL（0193）63－ 6443
【秋田支店】
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花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23－ 1800
釜石サービスセンター 〒026-0032 釜石市千鳥町２丁目 1－ 5
  TEL（0193）23－ 1188

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33－ 4711


